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ご挨拶にかえて

第３条 本会は，「⼈と⽣物の共存」「⽣物多様性の保全」「健全な⽣態系の持続」を共通の⽬標に，
⽣態学と⼟⽊⼯学の基礎知識および実際的問題についての研究成果をもとに，両分野の関係者が共同
して，それらの境界領域に新しい理論・知識・技術体系である「応⽤⽣態⼯学」を発展・展開させる
ことを⽬的とする．

応⽤⽣態⼯学会 規約

応用生態工学会第14期会長
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応用生態工学を創る

敬称を略させていただきます。

*1 第２期会長 応用生態工学序説増補版, 信山社 
*2 第１期会長 河川，１９９７（９）：６０-６１． 
*3 応用生態工学，2007, 10: 9-13 

土木工学 生態学
Autecology Synecology

⿂類・昆⾍・⿃類等 ⽣物間相互作⽤・群集

生物学の複数部門と土木工学が総合的に議論する。
[専門家に聞くのではなく、自身の知識として生態学を吸収する。]
生態学と土木工学との境界領域に新しい技術の展開を図る

生態学は土木工学から何が得られるのか？
双方の利となる相互浸透性がどうしても必要

川那部浩哉*2,3

廣瀬利雄*1



技術論 価値論
⾃然、環境、⽣態系、⽣物多様性

川那部浩哉*2

「応用生態工学は技術論である」ことを明確にしたい

人間の営み、共生社会、持続性

ただし、「価値論」については「別の場 」を設けて議論を進めることが必要

価値論から独立の技術論とは….. ある特定の価値観群を前提とする、そう言う
「技術論」に他ならない。
価値論を前提としない技術論はありえない 共有的価値vs.個人的価値

廣瀬利雄*1

応用生態工学を創る

学会発足の頃は、価値論に乖離があったようだ



自然の成り行きに
少しだけ手を貸す

「技術」に対する「期待」と未だにある「視点」の違い

自然や生物の曖昧さ、複雑さを許容する

目標を立てて
完成させる
自然を制御し望ましい姿にさせる

生態学的視点工学的視点

応用生態工学を創る

もしかしたら、今もある乖離



なぜ、生態学者は川や湖、そこ
に棲む生物を研究するのか？

生物の分布や生き様、生物間相互作用など等に対する尽きない好奇心

その成果の少なくとの一部は管理手法や技術の開発に役立つだはず

北海道河川のハナカジカ*4

木曽川水系のワンド*5

新しい学術的発見(進展）が新しい技術を展開する契機となる

例えば

*4 Nakajima et al. (2021) Herdity, 127:413-422; https://doi.org/10.1038/s41437-021-00468-z
*5 Nagayama et al. (2023) Restration Ecology e14050; https://doi.org/10.1111/rec.14050



IUCN 2019 ⽣ 物 群
全体 爬⾍類 ⾙類 哺乳類 両⽣類 甲殻類 ⿂類 ⽔⿃類

絶滅に瀕している種⼤丈夫な種
割

合

淡水生物の絶滅頻度

応用生態工学会設立以来
この25年間で自然環境への「共有的価値」は大きく変化した。
生態系の機能や構成要素を損なう行為は大きな社会的制裁を受ける。

例えば

Tickner et al. (2020) *6
*6 Bioscience 70: 33̶342; https://doi.org/10.1093/biosci/biaa002

https://doi.org/10.1093/biosci/biaa002


① 人為的な種の絶滅速度を減衰させる。
② 減った個体数や生息場所を復活させる。

種の損失を⽌め、⽣物多様性重点地域などの⽣物多様性にとって重要な場所を効果的に保全し、⼿つかずの⾃然システムを
保護し、⼈間が影響を受けた景観や海景を復元し、⽣物多様性損失の消費と⽣産の推進要因を削減することを意味する。

Locke et al. (2021)*7

2022年12月に開催されたCBD＿COP15

*7 A Nature-Positive World: The Global Goal for Nature https://library.wcs.org/doi/ctl/view/mid/33065/pubid/DMX3974900000.aspx
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このままの状況なら

改善措置

回復・保全に必要な６つの取組み淡水生物の多様性変化予測

① 自然流量の確保

③ 生息場所の保全

② 水質の改善

④ 乱獲・自然資源管理

⑤ 外来種防除

⑥ 河川の接続性確保

① 人為的な種の絶滅速度を減衰させる。
② 減った個体数や生息場所を増加に転させる。

利水・治水とのバランスを担う技術が不可欠

Tickner et al. (2020) *6

*6 Bioscience 70: 33̶342; https://doi.org/10.1093/biosci/biaa002

https://doi.org/10.1093/biosci/biaa002


Autecology Synecology
⿂類・昆⾍・⿃類等 ⽣物間相互作⽤・群集

自然・生物に対する興味・好奇心自然と共生する社会と人の営み

生物多様性と生態系の機能が社会の持続性に必要
浸透を加速

「理学の⽀援のない⼯
学は滅びる」
（近藤徹*8）

⼟⽊⼯学による技術発
展なしに、⼈の営みの
なかでの川や湖の保全
はありえない

土木工学 生態学

学としての枠組み

⼟⽊技術者は、⽣態学者が
何を発⾒し⾯⽩がっている
のかつぶさに観察すべし

（⼭岸哲*9）

応用生態工学を創る

*8  第３期会長：日本ダム協会インタビュー(2015) http://damnet.or.jp/cgi-bin/binranB/TPage.cgi?id=640
*9  第4期会長 ：私信

http://damnet.or.jp/cgi-bin/binranB/TPage.cgi?id=640


「研究成果を伝える努力」が必要なのではなく、「研究成果を挙げること」
が必要なのは明らかです。

しかも、学術的に高いレベルの研究を進めななければなりません。

竹門康弘(1998)*10 学会誌初代編集長

学術団体として支援すべきこと

*10 「会誌の編集方針と投稿の呼びかけ」より 応用生態工学会ニュースレターNo. 3; https://www.ecesj.com/contents/NL/NL03.pdf



廣瀬賞：応用生態工学（会）の発展に向けて

1. 応用生態工学会廣瀬賞：顕著な研究業績により応用生態工学の研究発展や教育
等に指導的役割を果たす会員

2. 応用生態工学会研究奨励賞：応用生態工学において今後優れた研究展開が期待
できる修士取得後１０年以内の会員

3. 応用生態工学会社会実践賞：応用生態工学会での顕著な活動やその学術成果を
社会事業に還元・実践している個人もしくは団体

廣瀬ワークショップ
応⽤⽣態⼯学の進展・実践・普及を⽬的とする、集会・出版・活動に助成

応用生態工学会と廣瀬利雄先生や歴代会長の意志を発展させるためにも、奮って応募されるこ
とを期待しています。


